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　田口彩子、梶　邦成、臼井崇裕
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【目的】　糖尿病教育入院患者にスクリーニングとし
て施行した頭部MRIについて、無症候性脳梗塞・
大脳白質病変の評価、ならびにMR　angio（MRA）
による動脈硬化・頚動脈狭窄の評価を行い、糖尿病
の病態との関連を調査した。
【方法】糖尿病代謝内分泌内科に2009年3月目ll
月に糖尿病教育入院した患者229名より無作為に抽
出した95名（男性56名・女性39名、年齢60．6±
13．3歳、糖尿病推定罹病期間12．0±9．5年、HbAlc
lO．4±2．4％）について、患者背景、頭部MRI、
MRAについて調査し検討した。頭部MRI評価は、
側脳室周囲病変（以下PVH）、深部皮質下白質病変
（以下DSWMH）の脳ドック学会ガイドライン2008
グレード分類を用いて評価し、頭頚部MRAは動脈
硬化の度合いを4段階で評価し、総頚・内頚・外頚
動脈の狭窄を評価した。
【結果】頭部MRIの大脳白質病変は、　PVHI（mild）
以上は59名、DSWMH2（mild）以上は17名であっ
た。MRAでは、頚動脈狭窄は35名に、中等度以上
の動脈硬化性変化は49名に認めた。PVH　I（mild）
以上、DSWMH2（mild）以上は有意に高齢で高血
圧を合併し、PVH　I以上は糖尿病罹患年数が長期で
あった。MRA動脈硬化性変化は頚動脈狭窄と相関
し、尿中アルブミン100mg／日以上の群に有意に多
かった。多変量解析では、大脳白質病変はPVH・
DSWMHともに年齢が、頚動脈狭窄は女性と動脈
硬化性変化が、動脈硬化性変化は頚動脈狭窄と尿中
アルブミン100mg／日以上が有意な説明因子であっ
た。
【結論】我々の検討では脳卒中発症・認知機能障害
の危険因子である無症候性脳梗塞大脳白質病変は、
多変量解析において糖尿病関連背景因子・MRAと
の関連はみられなかった。尿中アルブミン値は
MRA動脈硬化性変化のsurrogate　markerとなりうる
と考えられた。
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【背景・目的】糖尿病患者におけるこむら返りは神
経障害の一症状として扱われることが多いが焦点を
当てた実態調査はほとんど見ない。そこで外来受診
中の糖尿病患者においてこむら返りに関するアン
ケート調査を行った。
【対象と方法】2009年3月末からの3ヶ月間に、
当科の一医師の外来を受診した糖尿病患者にこむら
返りに関するアンケートを依頼し、同意の得られた
458名を対象にアンケートを施行した。回答者は、
男性251名、女性207名、平均年齢は65．3±12．0歳
（M±SD）、糖尿病指摘後の期間は14．4±9．8年、最
近のHbAlcレベルは5％台45名、6％台160名、
7％台143名、8％台64名、9％台23名、10％以上
23名であった。質問項目として、こむら返り
の1）頻度、2）起こしやすい時間帯、3）持続時
間、4）生活への支障レベルを調査し、脚のしびれ
の状況、歩行時のふくらはぎ痛の有無とその程度、
喫煙歴、飲酒歴との関連を検討した。
【結果】1）こむら返りの頻度：なし248名、月に1
日以下l18名、月に2～3日53名、週に1日ll名、
週に2～3日15名、週に4～5日5名、ほぼ毎日5
名、2）時問帯：日中活動時12名、日中安静時15
名、睡眠中108名、時間帯によらない46名、3）持
続時間：1分以内88名、1～10分106名、10分以
上15名、4）生活への支障：なし160名、少しあり
44名、かなりあり6名で、寝不足28名、仕事に支
障ありll名。こむら返りの頻度で3群に分けて臨
床背景との関連を検討した結果、女性の比率が高く、
罹病期間が長く、HbAlcが高く、喫煙者は少なく、
脚のしびれが強く、歩行時ふくらはぎ痛が強かった。
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